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津田信夫 昭和 2年 6月 商工省工芸展の審査員を嘱託される
昭和 3年 12月 商工省工芸展の審査員を嘱託される
昭和 5年 2月 商工省工芸展の審査員を嘱託される
昭和 6年 5月 商工省工芸展の審査員を嘱託される
昭和 8年 3月 商工省工芸展の審査員を嘱託される
8月 商工省輸出工芸展覧会審査委員を嘱託される
9月 第4回東北六県工芸品審査員を嘱託される










昭和15年 5月 第 2回工芸輸出振興展の審査員を嘱託される
昭和16年 7月 第 3回貿易局輸出工芸図案展覧会審査委員を嘱託される
7月 石川県工芸指導所顧問を命じられる
9月 国民生活用品展覧会審査委員を嘱託される







昭和14年 4月 第 1回貿易局輸出工芸図案展覧会審査委員を嘱託される
9月 工芸品輸出振興展覧会審査委員を嘱託される
昭和16年 5月 第 3回貿易局工芸品輸出振興展覧会審査員を嘱託される
文部省工芸技術講習所と東京美術学校／9




昭和14年 4月 第 1回貿易局輸出工芸図案展覧会審査委員を嘱託される
9月 工芸品輸出振興展覧会審査委員を嘱託される




















































































































































































































































5、6点の図案を作成し、完成図案（図 4 , 5）は「工作上不可能と思はれる箇所に原案の





























































































  1 商工省は1943（昭和18）年11月 1日に軍需省として改称改組され、敗戦後の1945（昭和20）年 8月26
日に再び商工省となった。本論では煩雑さを避けるため商工省として表記する。
  2 磯崎康彦、吉田千鶴子『東京美術学校の歴史』日本文教出版、1977年、273－274頁。
  3 芸術研究振興財団、東京芸術大学百年史刊行委員会編『東京芸術大学百年史　東京美術学校篇』第 3
巻、ぎょうせい、1997年、862－878頁。芸術研究振興財団、東京芸術大学百年史編集委員会編『東京
芸術大学百年史　美術学部篇』ぎょうせい、2003年、82－107頁。




  5 田中彰「第十章第八節　工芸技術講習所富本憲吉」『高山市史　近・現代編（下）』高山市史編纂資料
第八号の二、高山市教育委員会、2019年、499－510頁。
  6 『工芸指導員養成所設置二関スル概算書類』東京藝術大学美術学部近現代美術史・大学史研究センター
所蔵（以下、「センター所蔵」と略記）。工芸研究所及び工芸指導員養成所の設置要項、設置要項を作
成した際に使用したと思われる参考資料等が一冊に綴じられている。





  8 国井は1902（明治35）年に富山県立工芸学校漆工科、1907（明治40）年に東京工芸学校工業図案科を
卒業。1919（大正 8）から1926（大正15）年まで服部時計店図案部長を務めた後、富山県立工芸学校
長及び富山県工業試験場長を兼務した。

























































41 津田は1922（大正11）年から1931（昭和 6）年までの 9年間、美校の予算編成権を握る会計課長を務
めていた。































































































































to	get	 foreign	currency	 in	wartime,	Ministry	of	Education	was	researching	 industrial	crafts	
which	 was	 the	 main	 export	 product.	 Mainstream	 at	 Bikou	 Department	 of	 Craft	 which	 had	
been	controlled	by	Ministry	of	Education	was	products	highly	 focused	on	skill	so	Ministry	










	 This	 paper	 examines	 Kousyujyo	 based	 on	 Kousyujyo	 basic	 information	 provided	 by	
previous	 researchs	 with	 points	 of	 view	 of	 industrial	 crafts	 trend	 in	 the	 early	 Showa	 period	
and	 wartime.	 This	 paper	 consists	 of	 three	 sections.	 First,	 consider	 Ministry	 of	 Commerce	
export	craft	promotion	policy	and	wartime	control	which	could	be	the	background	of	the	new	
industrial	craft	research	institute	establishment.	Second,	clarify	Kousyujyo	activities	from	start	
till	 closure.	Third,	confirm	how	Kousyujyo	activities	were	handed	over	 to	Geidai	 industrial	
craft	education.
